















































































表 2 第 2回授業概要と分析対象 
プログラム 時間 内容 








全体で意見を共有 10 各グループの意見を共有する 
振り返り 13 気づきや疑問等を共有する 
総括 7 授業者が，本日のまとめと次回の連絡をする 
 
表 2 第 3回授業概要と分析対象 
プログラム 時間 内容 














全体で意見を共有 5 各グループの意見を共有する 
振り返り 10 気づきや疑問等を個人でまとめる 
総括 5 授業者が，本日のまとめと次回の連絡をする 
 
本研究では，発話を録音した 3 グループのうち，テーマに関する発話が少なかった 1
グループを除外した，2グループ(以下，Aグループ，Bグループとする)のデータを対象
とした。A グループの構成メンバーは女性 4 名(すべて 2 年生）であり，第 2・3 回の授
業でメンバーの変更はなかった。Bグループの構成メンバーは，第 2回では男性 2名（4
年生と 3 年生），女性 2 名（ともに 2 年生）であった。第 3 回では男性１名（4 年生），

































表 3 質問の質とカテゴリー分類 
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